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１．開催趣旨 

横浜地区創⽴50 周年を記念し、あらゆる⼦供たちに多様な体験を⼟台とした⼦供の成⻑を⽀える
体験環境を提供すること、並びに⻘年スカウト及び若⼿指導者の積極的な参加と企画により、⼦供た
ちの健やかな成⻑のため、その育成に寄与することを⽬的とします。 
① ⼤⾃然の中で、多くの⼦供たちが共に魅⼒ある野外活動を体験し、研究⼼（or 探究⼼）豊かに活

発で全ての物事に挑戦する⼼を養い、友情（特に思いやり）を育み、⾃然に感謝します。 
②  地域の⼦供たち及び⻘少年団体の参加を促し、本運動の理解を広めます。 

 
２．名 称 

横浜地区創⽴ 50 周年記念「第６回横浜地区スカウトキャンポリー」（6YSC） 
 

３．テーマ 
「未来へのアプローチ」 
 

４．主 催 
⽇本ボーイスカウト神奈川連盟 「横浜地区協議会」 

 
５．後 援 ・ 協⼒ 

後援：（⼀般社団法⼈）⽇本ボーイスカウト神奈川連盟、ボーイスカウト群⾺県連盟 
協⼒：国⽴⾚城⻘少年交流の家 

 
６．会 場 

「国⽴⾚城⻘少年交流の家」 〒371-0101 群⾺県前橋市富⼠⾒町⾚城⼭ 27 
                    

 

 

施設配置図 
敷地面積（244,246.61 ㎡）標高（530ｍ） 
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７．会 期 
2023 年 8 ⽉ 8 ⽇（⽕）〜8 ⽉ 13 ⽇（⽇） 
BS、VS 部⾨（⼩学校 6 年〜⾼校 3 年）2023 年 8 ⽉ 8 ⽇（⽕）〜 8 ⽉ 13 ⽇（⽇）5 泊 6 ⽇の野営 
CS 部⾨（⼩学校 3 年〜⼩学校 5 年） 2023 年 8 ⽉ 10 ⽇（⽊）〜 8 ⽉ 13 ⽇（⽇）3 泊 4 ⽇の舎営 

 
８．⼤会運営組織 

 
 

９．参加資格・参加⼈員と基本参加形態 
（１）参加資格 

横浜地区各団所属ボーイスカウト加盟員 
横浜地区以外のボーイスカウト加盟員 
外国スカウト連盟の加盟員 
⼩学校３年から⾼校３年⽣までの⼀般参加者とその保護者 

（２）参加⼈員 
① ⼩学 3 年⽣〜⼩学 5 年⽣（CS 部⾨）       150名 
② ⼩学 6 年⽣〜中学 3 年⽣（BS 部⾨）       150名 
③ ⾼校⽣年代      （VS 部⾨）        50名 
④ ⼀般参加者           50名 
⑤ 隊指導者ならびに奉仕者（ローバー部⾨を含む）  100名 
合計参加予定⼈数                500名 

 
 

⼤会本部

運営本部

安全衛⽣
管理本部 野営本部

実⾏委員会

施設資材部

総務本部 舎営本部 ⾏事本部

配給部野営管理部

救護救急部 安全衛⽣部

広報部総務部 国際部

⼀般参加者 BS・VS部⾨

舎営管理部 ⾷堂部

CS部⾨

プログラム部 全体⾏事部

地区顧問

会計監査

コミッショナー

6YSC会計

⼤会事務局
※ ゆめ基⾦

ユース部⾨
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（３）参加形態 
① CS 部⾨（合同隊形式で次の隊編成を基本とする） 

宿泊 指導者数 スカウト数 合計 
舎営 隊⻑ 副⻑ DL 合計 組 ⼈数/組 合計  

32 1 3（１） 4 8 ４ ６ 24 
（ ）内⼥性指導者（⼥⼦スカウトが居ない場合は置く必要無し） 
・複数の隊で合同隊を作る場合は参加隊原隊を維持します 
・隊⻑は構成する隊の互選で選任し副⻑・DLは隊⻑が任命します 
・基本的に、⾃隊での組を維持するが隊⻑の判断で組の編成を変えることもあります 
・編成隊のコミュニケーションが向上するよう事前訓練を⾏います 
・合計⼈数は基準⼈数として、指導者及びスカウト⼈数により変動します 

② BS 部⾨（派遣隊形式を基本とする） 
宿泊 指導者数 スカウト数 合計 
野営 隊⻑ 副⻑ 上班 合計 班 ⼈数/班 合計  

37 1 3（１） 1 5 4 8 32 
（ ）内⼥性指導者（⼥⼦スカウトが居ない場合は置く必要無し） 

・複数の隊のスカウトで派遣隊を構成します 
・隊⻑は担当コミショナーが選任し、副⻑、上班は隊⻑が任命します 
・基本的に原隊の班編成は維持しません ただし隊⻑の判断で各隊班編成維持は可とします 
・編成隊のコミュニケーションを向上するように事前訓練を⾏います 
・合計⼈数は基準⼈数として、指導者及びスカウト⼈数により変動することがあります 

③ VS 部⾨（個⼈参加） 
宿泊 ⻑⽼数 スカウト数 合計 

野営 ⻑⽼
（RS） 

副⻑⽼ 
（RS） 

合計 村 ⼈数/村 合計  
28 

1 2（１） 3 4 6 24 
（ ）内⼥性指導者（⼥⼦スカウトが居ない場合は置く必要無し） 

・村⻑を村単位（班）で選抜して⾃治形式とします 
・RS を⻑⽼として配置をし、各村のフォローを⾏います（⻑⽼はユースによる会議にて決定） 
・⻑⽼、副⻑⽼はRS とします（副⻑⽼はファシリテータ役を兼務します） 
・アドバイザーとして、成⼈（RS 以外）指導者を置きます 
・村のコミュニケーションを向上するように、事前訓練を⾏います 
・合計⼈数は基準⼈数として、指導者及びスカウト⼈数により変動することがあります 
・カラーチーム隊の編成は⾏いません ベンチャー村に所属しプログラムとしてカラー演技を
⾏います 

④ ボーイスカウト加盟員以外の⻘少年及び保護者を⼀般参加者とします 
・⼀般参加者希望者には宿泊場所とプログラム提供を⾏います 
・参加対象者は⼩学校 3 年⽣以上とし保護者の責任のもとプログラムに参加することとします 
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⑤ 横浜地区以外からの参加隊 
 海外スカウトおよび横浜地区以外からの参加隊は上記参加形態を基本としますが参加⼈数等に

応じ班ないし組を基準とした参加についても配慮します 
⑥ 奉仕スタッフに関して 
・横浜地区内の隊指導者、団指導者、育成会員、ローバースカウトの奉仕希望者および地区から

委嘱された者 
・横浜地区以外の加盟登録者で、6YSC実施要綱を理解し奉仕参加を希望される者 
・奉仕スタッフの役務は組織運営図に⽰された内容となります 
・奉仕期間 2022 年 9⽉より⼤会期間終了までとします 
・⼤会期間中の宿泊役務により舎営または野営となります 

 
１０．参加費⽤ 

本⼤会に参加するスカウト及び指導者の参加費は 30,000円とします 
① 参加期間中の宿泊費及び⾷事代⾦ 
② 往復の交通費 
③ 参加章、ネッカチーフ、帽⼦ 
④ 会場の設備費、運営費、プログラム活動費（参加プログラムにより別途費⽤がかかる場合あり） 
⑤ 会期中の救護及び衛⽣費 

 ※ 海外スカウトおよび横浜地区以外からの参加隊が独⾃の交通⼿段で開催地に集合される場合は別
途対応いたします。 

 
１１．会場までの移動⽅法 

往復とも貸し切り観光バスを利⽤します。参加者の利便性を考慮して地区内に数カ所の集合場所の
設定を予定しています。参加隊編成後に⾏われる隊⻑会議にて集合場所は決定する予定です。横浜地
区以外からの参加隊は貸し切観光バスの利⽤を含め別途来場⽅法についての相談に応じます。 

 
１２．申し込み 

参加希望者は横浜地区事務局に申し出の上、別途送付する参加申込案内に従って参加申込書、参加
者名簿の提出と参加費の振り込みをお願いします。 

 
１３．⼊ 場 

参加者は国⽴⾚城⻘少年の家本館⽞関前に設置する受付で⼿続きをしてください。各参加隊指導者
は、参加者名簿（保護者の緊急時連絡先を明記）を提出してください。BS 部⾨、VS 部⾨はキャンプ
サイトに移動し野営管理部の指⽰に従ってください。CS 部⾨は舎営管理本部の⽀持に従って指定さ
れた宿泊棟に移動してください。⼀般参加の⽅は総務本部の⽀持に従ってください。 

参加者は⼤会期間中、⼤会ネッカチーフと IDカードを必ず着⽤してください。 
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１４．プログラム 
（１）全体プログラム 

① 結隊式  ：5 ⽉ 14 ⽇（⽇）10：00 〜 11：00 場所：⼩机⼩学校 ※１ 
② ⼊場式  ：8 ⽉ 8 ⽇ （⽇）11：00 〜 11：20 （BS隊以上）  ※２ 
③ 開会式  ：8 ⽉ 8 ⽇ （⽕）      ※２ 
④ ＣＳ⼊所式：8 ⽉ 10 ⽇（⽊）      ※２ 
⑤ 宗教儀礼 ：8 ⽉ 12 ⽇（⼟）      ※２、※３ 
⑥ ⼤営⽕  ：8 ⽉ 12 ⽇（⼟）      ※２ 
⑦ 閉会式  ：8 ⽉ 12 ⽇（⼟）      ※２ 
⑧ 退所式  ：8 ⽉ 13 ⽇（⽇） 
⑨ 解隊式  ：9⽉ 3 ⽇（⽇）10：00 〜 11：00 場所：⼩机⼩学校 ※１ 
※１：キャンポリー期間外全体プログラム 
※２：全体⾏事実施中は、他のプログラムの提供は⾏わない。 
※３：宗教儀礼については各⼈の信仰⼼に関わるものであり⾃由参加とする。参加しないスカウ

トの対応は各隊で考慮する事 

 

 
（２）CS対象プログラム 

① 参加形態 
参加形態は組単位とし、ＤＬが必ず付き添う事。 

② 場内プログラム 
プログラムの提供時間は原則としてＡＭ：9：00 〜 11：30、ＰＭ：13：30 〜 16：00時間
帯で実施する。基本的にＡＭ・ＰＭ開催とするが、対応能⼒またはプログラム内容によりＡ
Ｍのみ、ＰＭのみに調整する場合がある。プログラムによっては、数回のチャレンジが繰り
返せるような位置づけを⾏う。夫々のプログラム毎に優勝組を決め表彰する。ナイトプログ
ラムは各組集会との兼ね合いもあるので⾃由参加とする。 

全体行事日程表

結隊式 BS入場式 開会式 ＣＳ入場式 宗教儀礼 大営火 閉会式 解隊式

全隊 全体隊 全隊 任意 全隊 全隊 全隊

参加者 参加者 参加者 任意 任意 参加者 参加者

全隊 CS全隊 任意 全隊 全隊 全隊

参加者 CS参加者 任意 任意 参加者 参加者

当日参加者　全

員

当日参加者　全

員

当日参加者　全

員
CS奉仕者 任意 全員 参加者 全奉仕者

当日参加者 当日参加者
当日参加者　全

員

CS年代一般参

加保護者
任意 任意 参加者 参加者

小机小学校
赤城

つどいの広場

赤城

センター棟舞台

赤城

つどいの広場

赤城

多目的フィールド

赤城

つどいの広場

赤城

つどいの広場
小机小学校

5月14日 8月8日 8月8日 8月10日 8月12日 8月12日 8月12日 9月13日

実施場所集合 実施場所集合 実施場所集合 実施場所集合
センター棟

舞台前
実施場所集合 実施場所集合 実施場所集合

9:30 11:00 19:00 14:30 10:00 19:00 - 10:00

実施時間 10:00～11:00 11:00～11:20 19:00～20:30 14:30～15:00 9:30～11:00 19:00～20:10 20:15～20：45 10:00～11:00

荒天時 小机小学校 講堂 講堂 講堂 所内 体育館 体育館 小机小学校

※ は６YSC大会期間外のプログラム

プ ロ グ ラ ム 名

参加対象

参加形態

ＢＳ/班

一般（小６～中３）/名

ＣＳ/組

一般（小３～小５）/名

成人指導者・奉仕参加者

一般参加者（成人保護者）

実  施　場　所

開　　催　　日

受　付　場　所

受　付　時　間

　　　　　　　　開　催　時　間
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③ 場外プログラム 
国⽴⾚城⻘少年の家に到着前にバスが⽴ち寄るこんにゃくパーク等の場所はその時点で確認
してください。⾃然を感じるプログラム、躍動感を感じるプログラムを提供します。 
※ 詳細は、後⽇発⾏するプログラムガイドを参照してください。 

 
＜場内プログラム＞  

CSI-1 追跡・観察ゲーム 「まなこを開け、⽿を研ぎ澄ませ！」 
森の中で、隠れる側と探す側が指定時間で交互に⼊れ替わり、与えられたいくつかの条件にあ
った⼈を探し出し時間の速さを競い合う 

CSI-2 陣取り合戦 「ロープを奪え！ つなげよ⼒を！」 
多種のロープが置いてある場所から⾃分の陣地にロープを持ってきて本結びでつなぐ 指定の
時間がきたらお互いのロープの⻑さを⽐べ⻑い⽅の勝ちとする 本結びでなければそこはほど
く 合戦ごとの⻑さを累積し⼀番⻑い組が勝ち 

CSI-3 ジャンボ紙⾶⾏機⾶ばし 「Fly! Fly! Fly!」 
⼤きな紙⾶⾏機を作り、⾶⾏距離を競う 

CSI-4 ⼤縄跳び  「ビートをあわせひとつになろう！」 
スカウトロープを⾃分たちでつなぎあわせた⼤縄で⾶ぶ 随時 3位までの記録を掲⽰し、再挑
戦も可。縄を回すのは指導者（指導者も競い合い） 

CSI-5 ⽔鉄砲合戦 「⾚城のスナイパー！」 
⽵で⽔鉄砲を作り、組対抗で上半⾝につけたターゲットを打ち合い、時間内で多く残った組の
勝ち 

CSI-6 リアルコリントゲーム 
斜⾯の上から下に向かってボールを転がし、ボールが通った（⽌まった）場所に応じて決めた
得点をゲット 

CSI-7 モルック 「狙え！ 倒せ！ 競い合え！」 
2 ⽇間の勝ち数や勝率で順位を決める 

CSI-8 野外炊事  「よみがえる森のシェフたち！」 
施設の野外炊事 定型メニューのドラム⽸ピザあるいは防災⾷ 

CSI-9 アマチュア無線 「⾚城の熱き声世界の果てまで！」 
⾚城から世界の果てまで声を届けよう！ アマチュア無線を体験する。 

CSI-10 ツリークライミング 
登った⼈だけがわかる交流の家のスケールの⼤きさ！ 専⾨家の指導を受け、ロープと器具を
使って⾼い⽊のてっぺんまで上る 

CSI-11 ナイトラリー 「⾚城の秘宝を探せ」 
決められたコースを歩き、途中のポイントでミッションをクリアしながらお宝をゲット 
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CS対象プログラム日程表 (場内プログラム）

CSI-1 CSI-2 CSI-3 CSI-4 CSI-5 CSI-6

追跡・観察ゲーム
ロープを奪え！　つ

なげよ力を！

ジャンボ紙飛行機飛

ばし
大縄跳び 水鉄砲合戦 リアルｺﾘﾝﾄｹﾞｰﾑ

4組/回

（２組対抗戦）
2組/回（対抗戦） １組／回 １組／回

２組／回　　　　　（対

抗戦）
１組／回

４組/回 フリー先着順 先着60組 フリー先着順 先着100名 フリー先着順

参加者 （上記含む） （上記含む） （上記含む） （上記含む） （上記含む）

事前（抽選） 受付時間内随時 受付時間内随時 受付時間内随時 受付時間内随時 受付時間内随時

無料 無料 無料 無料 無料 無料

森林エリア 営火場 つどいの広場 つどいの広場 テニスコート脇
ｾﾝﾀｰ棟

西草原斜面

つどいの広場 つどいの広場 つどいの広場 つどいの広場 多目的フィールド 多目的フィールド

10分前～ 時間内随時 時間内随時 時間内随時 時間内随時 時間内随時

10日 AM

11日 AM ２回 〇 〇 〇 〇 〇

PM ２回 〇 〇 〇 〇 〇

所要時間 ６０分 ３０分 ３０分 １５分 ６０分 １５分

荒天時 館内ラリーに変更 体育館 体育館 体育館 中止 中止

12日 AM

PM ２回 〇 〇 〇 〇 〇

所要時間 ６０分 30分 ３０分 １５分 ６０分 １５分

荒天時 館内ラリーに変更 体育館 体育館 体育館 中止 中止

CSI-7 CSI-8 CSI-9 CSI-10 CSI-11

モルック 野外炊事 アマチュア無線 ツリークライミング ナイトラリー

各隊選抜対抗

決勝
組 フリー ２組/回

各隊選抜          ４名

/２ﾁｰﾑ
１０組 フリー 抽選 先着１５組

4名×１チーム 参加者 参加者
参加者　　　　　　（保

護者要付添）
参加者

― 事前（抽選） 受付時間内随時 事前（抽選） 受付時間内随時

無料 無料 無料 2，000円 無料

つどいの広場 しらさぎ炊事場 センター棟外部 森の中 ナイトウォークコース

つどいの広場 しらさぎ炊事場 センター棟外部 管理棟前 つどいの広場

１０分前 １０分前 時間内随時 10分前 10分前

10日 AM

11日 AM 〇 〇 ２回

PM 〇 ２回 夜

所要時間 約１８０分 随時 ６０分 ３０分

荒天時 雨天決行 実施 中止 中止

12日 AM

PM 〇トーナメント

所要時間 ―

荒天時 室内

実施日時

開催時間

参加申し込み方法

参加費

実  施　場　所

受　付　場　所

受　付　時　間

プ ロ グ ラ ム No.

プ ロ グ ラ ム 名

プログラム形式

参加対象

参加形態

ＣＳ/組

一般（小３～小５）/名

参加対象

参加形態

プ ロ グ ラ ム No.

プ ロ グ ラ ム 名

ＣＳ/組

一般（小３～小５）/名

プログラム形式

実施日時

開催時間

参加申し込み方法

参加費

実  施　場　所

受　付　場　所

受　付　時　間
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＜場外プログラム＞ 

CSO-1 こんにゃくパーク⾒学 「⾚城の名産品！」 
⼊場前に⽴ち寄り、こんにゃく作りを⾒学する 会場内で製作体験を！ ※現地下⾒で可否を
決めます 

CSO-2 ⾚城⼭登⼭ＣＳコース 「眼で確かめろ！⾚城の全貌を！」 
会場発着の鍋割⼭コースや、バスで登⼭⼝まで移動するコースなど（いずれも 4〜6時間程
度）。 

CSO-3 ラフティング 「激流を下れ！」 
５ＹＣで好評だった渓流下りを再び 岩場から川への⾶び込みで度胸試しも 

CSO-4 ブルーベリー狩り 「五感を使って！」 
⾏きは下り坂を歩いて約 30分 ビタミンＣを補給して帰りも頑張ろう ※熱中症対策として
帰りはバスも検討します 

 

 
 

CS対象プログラム日程表　（場外プログラム）

CSO-1 CSO-2 CSO-3 CSO-4

こんにゃくパーク見学 赤城山登山ＣＳコース ラフティング ブルーベリー狩り

７艇４９名/回 ７組/回

全員 組 抽選 ７組/回

同行参加者
参加者　　　　　　（保

護者要付添）

参加者　　　　　　（保

護者要付添）
参加者

不要 事前 事前（抽選） 事前（抽選）

無料 無料 6,600円 調整中

こんにゃくパーク
会場発着　または登

山口発着
カッパＣＬＵＢ 赤城ブルーベリー園

― 管理棟前 管理棟前 管理棟前

― 指定時間 出発15分前 指定時間

10日 AM 往路立ち寄り

11日 AM 〇 １回 １回

PM １回

所要時間 5H 5H（移動含む 2H

荒天時 中止 開催場所判断 中止

12日 AM

PM

所要時間

荒天時

実施日時

開催時間

参加申し込み方法

参加費

実  施　場　所

受　付　場　所

受　付　時　間

プ ロ グ ラ ム No.

プ ロ グ ラ ム 名

プログラム形式

参加対象

参加形態

ＣＳ/組

一般（小３～小５）/名
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（３）BS対象プログラム 

① 参加形態 
参加形態は班単位とし、班⻑の指⽰の下参加してください。成⼈指導者が付き添いを希望する
場合は運営スタッフにご相談ください。 

② 場内プログラム 
プログラムによっては、数回のチャレンジが繰り返すことができます。夫々のプログラム毎に
優勝班を決めます。最終⽇には総合プログラム（トライアスロン）を実施します。加点⽅式で
総合優勝が決まります。 

③ 場外プログラム 
⾃然を感じるプログラム躍動感を感じるプログラムを提供します。 

※ 提供プログラムはスキルの向上とチームワークを主眼として組み⽴てるとともに進歩課⽬を
盛り込んだものも含まれます。事前の隊集会等での訓練を⾏ってください。関連する進歩課⽬等
の詳細についてはプログラムガイドに記載されますので参照してください。進歩⼿帳の持参をお
願いします。 

＜場内プログラム＞ 
BSI-1 ⼿旗リレー競争＆⼈探し 「⾏⽅不明者を発⾒せよ！」  
⾏⽅不明者が出た ⼿旗を駆使し、情報を早く正しく伝え、不明者を発⾒する時間と正確さを
競い合う 

BSI-2 より早く、より美味く、サバ飯を！ 「⽕おこし競争＆サバ飯」 
かまどを作り、薪に⽕をつけ⿇ひもを焼き切る時間を競う その⽕でサバ飯（空き⽸ご飯＆空
き⽸ゆで卵）をつくり、昼⾷とする 

BSI-3 ⼆兎（正確さとスピード）を追い勝利を⽬指せ！ 「ガチのオリエンテーリング」 
競技としてのオリエンテーリングの技能を事前に学び実践する（施設提供プログラム（コー
ス）を使⽤し順位付けをする） 時間と正確さを競う 

BSI-4 ⾚城コードを探し出せ 
読図で場内の各ポイントを探し出す 制限時間内でたくさんの⾚城の「コード」を仲間と協⼒
して発⾒ 

BSI-5 歌えや踊れ！ 「愉快な歌と踊り」 
⼤営⽕で使う踊りとソングを習得することに加え、ソング集に載っているソングの難易度やレ
ア度に応じてあらかじめポイントを決めておき、スカウトたちが⾃ら選んだソングを完璧に歌
えたら、その歌のポイントを教えて加算していく 徹底的に歌いまくる 

BSI-6 ミステリーハイク 「宝物を取り返せ！」 （ナイト・プログラム） 
泥棒に宝物を盗まれた 犯⼈には蛍光弾が当たっている ライトを当てると逃げた道筋が！ 
反射板をスタート位置から追跡道に設置し、逃⾛跡を追いかけて宝物を取り返す 犯⼈の⽬を
盗んで宝物を取り返した班が勝ち 

BSI-7 アマチュア無線 「⾚城の熱き声世界の果てまで！」 
アマチュア無線体験 
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BSI-8 ツリークライミング 
専⾨家の指導を受け、ロープと器具を使って⾼い⽊のてっぺんまで 

BSI-9 栄光をつかめ！ 「トライアスロンｉｎ⾚城」 
各隊及び、特別選抜メンバーにより、スカウトスキルを駆使し、総合⼒を競う（課題はプログ
ラムの中にヒントあり） 

 

 

BS対象プログラム日程表　（場内プログラム）

BSI-1 BSI-2 BSI-3 BSI-4 BSI-5

手旗リレー競争　　＆

人探し

火おこし競争　　　＆

サバ飯
人命救助競争

ガチの　　　　　　　オリ

エンテーリング

場内の　　　　　　　　モ

ニュメント探し

２～３班／回 班/回 ２～３班／回 3班/回 班

２～３班／回 ２～３班／回 ３班／回

別途 別途 別途 別途 別途

フリー先着順 事前（抽選） フリー先着順 フリー先着順 フリー先着順

無料 無料 無料 無料 無料

ｾﾝﾀｰ棟西森林 屋根付き広場 多目的フィールド オリエンテーリングコース 場内特設コース

多目的フィールド 多目的フィールド 多目的フィールド 管理棟前 多目的フィールド

時間内随時 １０分前 時間内随時 １０分前 時間内随時

8日 AM

PM

所要時間

荒天時

9日 AM 〇 〇 〇 〇 〇

PM 〇 〇 〇 〇

所要時間 ３０分 120分 ３０分 2H ３０分

荒天時 中止 実施 中止 中止 中止

10日 AM 〇 〇 〇 〇 〇

PM 〇 〇 〇 〇

所要時間 ３０分 120分 ３０分 2H ３０分

荒天時 中止 実施 中止 中止 中止

11日 AM 〇 〇 〇 〇 〇

PM 〇 〇 〇 〇

所要時間 ３０分 120分 ３０分 2H ３０分

荒天時 中止 実施 中止 中止 中止

12日 AM

PM

所要時間

荒天時

BSI-6 BSI-7 BSI-8 BSI-9 BSI-10

愉快な歌と踊り
ミステリーハイク

（ナイトプロ）
アマチュア無線 ツリークライミング

トライアスロン

ｉｎ　赤城

1班/回 班 班 ２班／回 各隊選抜１班

１班/回 班 フリー ２班/回 各隊選抜１班

自由 自由 フリー （別途） ―

事前（抽選） フリー先着順 受け助時間内随時 事前（抽選） 各隊選抜１班

無料 無料 無料 2，000円 無料

センター棟ステージ ナイトウォークコース センター棟室外 森の中 多目的フィールド周辺

多目的フィールド つどいの広場 センター棟室外 管理棟前 センター棟ステージ

１０分前 19：00～20：15 時間内随時 10分前 開始10分前

8日 AM

PM

所要時間

荒天時

9日 AM ４回 〇 ２回

PM ４回 〇 ２回

所要時間 ３０分 随時 ６０分

荒天時 別に設置 〇 中止

10日 AM ４回 〇 ２回

PM ４回 夜 〇 ２回

所要時間 ３０分 ３０分 随時 ６０分

荒天時 別に設置 中止 〇 中止

11日 AM ４回 〇

PM ４回 〇

所要時間 ３０分 随時

荒天時 別に設置 〇

12日 AM

PM 〇

所要時間 2H

荒天時 中止

実  施　場　所

受　付　場　所

受　付　時　間

実施日時

開催時間

プログラム形式

参加対象

参加形態

ＢＳ/班

一般（小６～中３）/名

参加費

参加申し込み方法

プ ロ グ ラ ム No.

プ ロ グ ラ ム 名

プログラム形式

参加対象

参加形態

ＢＳ/班

一般（小６～中３）/名

参加申し込み方法

参加費

実  施　場　所

受　付　場　所

受　付　時　間

実施日時

開催時間

プ ロ グ ラ ム No.

プ ロ グ ラ ム 名
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＜場外プログラム＞ 
BSO-1 眼で確かめろ！⾚城の全貌を！！ 「⾚城⼭登⼭ＢＳコース」 

交流の家から徒歩で出発し、途中で課題をクリアしながら鍋割⼭を⽬指す。 
BSO-2 ラフティング 「激流を下れ！」 
５ＹＣで好評だった渓流下りを再び 岩場から川への⾶び込みで度胸試しも 

BSO-3 マス釣り 「１から１０まで・・・君はできるか！」 
⾚城へ出発する前に釣り道具を作って持参し、釣った⿂を下処理し、調理して⼣⾷の⼀品とし
て加える 

BSO-4 ⾃衛隊⾒学 「これが⽇本の守護神だ！」 
相⾺原駐屯地を⾒学する。昼⾷は特製カレーライスか？ 

 

 
 
（４）VS・RS対象プログラム 

① 参加形態 
参加形態は個⼈、またはグループでの活動となります。 

② 場内プログラム 
個⼈のプロジェクトを奨励します。提供プログラムは、技能章考査を考慮したものを計画してい
ます。ユース担当スタッフの企画したプログラムを取り⼊れ、⾃治による運営もプログラムの⼀
環として捉えています。 

 
 

BS対象プログラム日程表　（場外プログラム）
BSO-1 BSO-2 BSO-3 BSO-4

赤城山登山　　　　ＢＳ ラフティング マス釣り 自衛隊見学
班 ７艇４９名/回 6班/回（Max） ５０名

フリー ４９名／回 ６班
（要保護者付添い） （要保護者付添い）

事前 事前（抽選） 事前（抽選） 事前（抽選）
無料 6,600円 調整中 無料

登山口発着 カッパＣＬＵＢ 大崎つり堀 相馬原駐屯地
管理棟前 管理棟前 管理棟前 管理棟前
指定時間 出発15分前 指定時間 １０分前

8日 AM
PM

所要時間
荒天時

9日 AM １回
PM １回

所要時間 5H（移動含む
荒天時 開催場所判断 開催場所判断

10日 AM １回
PM １回

所要時間 6H 5H（移動含む
荒天時 中止 開催場所判断 開催場所判断

11日 AM
PM

所要時間
荒天時 開催場所判断 開催場所判断

12日 AM
PM

所要時間
荒天時

1回

実  施　場　所
受　付　場　所
受　付　時　間

実施日時

開催時間

1回

〇 1回

1回

参加対象

参加形態

ＢＳ/班
一般（小６～中３）

参加申し込み方法
参加費

プ ロ グ ラ ム No.
プ ロ グ ラ ム 名
プログラム形式



 13 

＜VS対象プログラム＞ 
VS-1 開会式 
VS-2 パイオニアリング 

台形橋脚通信塔を製作 可能であればモンキーブリッジへの発展も考慮 
VS-3 フォーラム in ⾚城 
RS が主体となって提案された内容に基づき、事前訓練、及び会場にてフォーラムを体験する 

VS-4 ユースナイト 
個⼈やグループで内容を企画・検討・実施する フォーラムの発表の場に活⽤ 友情を育み、
これからの地区ユース活動への起爆剤へ 

VS-5 プロジェクト（個⼈・グループ） 
個⼈またはチームで計画したプロジェクトを実施する。参加者は事前に計画書を作成し、所属
隊隊⻑およびユース担当者の承認を受けること 

VS-6 野営地造り 
オリジナルの野営セットを⼿造りすることで想像⼒を豊かにし、野営スキルと管理⼒の向上を
⽬指す 

VS-7 村 
①ヒストリー村（神へのつとめ） ②インターナショナル村（他へのつと） ③エクスプロー
ラ村（⾃分へのつとめ）をテーマに、⾃分のニーズに合った村を選択し、参加スカウトは村⺠
としてプログラムを企画・計画・実施 

 

 
 
 
 
 

VS対象プログラム日程表
VS-1 VS-2 VS-3 VS-4 VS-5 VS-6 VS-7
開会式 パイオニアリング フォーラム ユースナイト プロジェクト（個人/グループ） 野営地造り 村

全参加者 事前申し込み者 全参加者(5人1班 全参加者 任意 全参加者 全参加者
全参加者 事前申し込み者 全参加者 全参加者 任意 全参加者 全参加者

全参加者 任意 ファシリテータ 参加者・裏方 任意(アドバイザー) アドバイザー
村長

アドバイザー
ー 事前申込 無し(VSは全員対象) 無し(VSは全員対象) 事前申込 無し(VSは全員対象) 無し(VSは全員対象)
ー 要調整 要調整 要調整 要調整 要調整

センター棟舞台 多目的広場 音楽室 テニスコート サザビー広場・場外 サザビー広場 サザビー広場・場外
実施場所集合 多目的広場 音楽室 テニスコート サザビー広場 サザビー広場 サザビー広場

19:00 開始30分前 13:00 19:00 無し 13;00 13:00
8日 AM

PM 1回
所要時間 540分(13;00～22:00)

荒天時 ―
9日 AM 1回

PM 夜 1回
所要時間 90分 180分(9;00～12:00) 540分(13;00～22:00)

荒天時 講堂 ― ー
10日 AM

PM
所要時間 8:30～16:30 780分(9;00～22:00)
荒天時 ー

11日 AM 1回
PM 1回 1回

所要時間 360分(13;00～19:00) 180分(19;00～22:00) 180分(9;00～12:00)
荒天時 ー ー ー

12日 AM
PM

所要時間
荒天時

プ ロ グ ラ ム No.
プ ロ グ ラ ム 名
プログラム形式

参加対象

参加形態

VS

RS

参加申し込み方法
参加費

実  施　場　所
受　付　場　所
受　付　時　間

1回 1回
実施日時

開催時間
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１５．舎営⽣活（CS 部⾨） 
（１）CS 部⾨の宿舎への⼊退場について 

① CS 部⾨の⼊場 
バスの降⾞後、⼤会本部受付で⼿続きを済ませた後、舎営管理部の指⽰に従い荷物を置いてく
ださい。場所：荷物置場またはウッドデッキを利⽤します。CS隊の全体が到着するまで、講
堂を利⽤することが出来ます。全ての CS隊が到着後、⼊所式を実施します。場所：つどいの
広場。⼊所式の後、舎営オリエンテーションを実施します。場所：講堂。 

② CS 部⾨の退場について 
荷物を隊ごとに置きます。場所：荷物置場、またはウッドデッキ。退所式は集いの広場にて実
施します。退所式の後、舎営管理部の指⽰に従いバスに乗⾞してください。 

③ ⾬天時 
バスの降⾞後、舎営本部の指⽰に従い体育館へ移動してください。⼊所式および舎営オリエン
テーションは体育館で実施します。 

（２）宿泊施設について 
本館宿泊棟（A棟〜E棟）を利⽤します。CS 部⾨参加スカウトは B棟の洋室（4名ベッド）、C
棟、D棟、E棟の和室（8〜10名）を利⽤します。引率者は C棟、D棟、E棟の洋室（４名ベッ
ド）を利⽤します。奉仕スタッフは A棟の洋室（4名ベッド）を利⽤します。（宿泊室等配置図を
参照） 
① 寝具の取り扱い 
就寝時は必ずシーツを使⽤するようにしてください。寝具の取り扱いについて下記リンクより、
事前に確認スカウトに指導するようお願いいたします。 
https://akagi.niye.go.jp/wp-content/uploads/2022/03/huton.pdf 

② 施設情報 
各部屋に時計はありません。宿泊室での飲⾷は禁⽌です。（ただし、熱中症対策の⽔分補給は除
く）。館内は全⾯禁煙です。喫煙される場合は指定の所お願いします 。管理研修棟 1 階のコイ
ンロッカーは舎営管理より割り当てます（使⽤後 100円硬貨が戻るタイプ。サイズ（cm）:たて
30×よこ 24×奥⾏ 43、12個あり ）。冷暖房の運転については、次のとおりです。時 間：ＡＭ
11：30〜ＰＭ1：30 ＰＭ3：00〜ＡＭ8：30、夏期：冷房 （28℃設定）※事務室にて冷暖房の集
中管理をしています。 

③ 清掃について 
寝室の清掃：各⾃で毎朝布団をたたみ、部屋の清掃してください。 
共⽤部の清掃：トイレ・洗⾯所・浴室脱⾐場・廊下などの担当箇所を⼆⽇⽬以降毎⽇清掃してく
ださい。最終⽇の清掃については、別途分担を割り振りますのでご協⼒ください。 

④ ゴミの処理について 
持ち込んだ物やそれから出たゴミは、原則持ち帰りをお願いします。配給した弁当のごみにつ
いてはごみ倉庫に捨てることが可能です。 
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（３）⾷事について  
① ⾷事時間 
⾷事は２〜３グループに分かれ時間を分けて⾏います。⾷事時間帯は以下のとおりです。 
朝⾷ ２グループの場合：① 7：00〜7：45  ② 7：45〜8：30 

３グループの場合：① 7：00〜7：30  ② 7：30〜8：00 ③ 8：00〜8：30 
昼⾷ 全グループ 12：00〜13：00 
⼣⾷ ２グループの場合：①17：00〜17：45 ②17：45〜18：30 

３グループの場合：①17：00〜17：30 ②17：30〜18：00 ③18：30〜19：00 
※⾷事順は、各隊の混乱を避けるため全期間について固定し、ローテーションはしません。※奉
仕スタッフの⾷事時間は異なることがあります 

② ⾷事場所 
朝⾷、⼣⾷は⾷堂となります。別紙「⾷堂利⽤要領」に従って利⽤してください。 
原則、昼⾷は屋外です。⾬天時はアクティビティホールおよび和室を使⽤可とします。 
③ 提供のしかた 
＜朝⾷および⼣⾷＞ 
⾷事の提供はビュッフェ⽅式ですが、係の指⽰に従って、各隊指導者が盛り付けください。派遣
隊ごとに決まった場所に座ってください。⾷堂に備え付けられている飲み物サーバーは利⽤不
可とします。お茶と⽔を⽤意します。下げ膳については各⾃で⾏います。 
＜昼⾷＞ 
お弁当を配給します。受け渡し時刻（8:30頃を想定）までに、参加隊毎に取りに来てください。 
配給場所は⾷堂前のラウンジとします。 
④ ⾷事における諸注意 
館内における飲⾷は⾷堂のみとします。屋外は飲⾷可です。 
「⾷物アレルギー事前申込書」を 5 ⽉末までに提出してください。アレルギーのあるスカウト
については、各隊指導者が責任を持って管理してください。 

（４）⼊浴について （場所：浴室棟） 
⼊浴可能な時間帯は、17：00〜23：00 ですが、以下の利⽤時間制限を設けます。 
参加者：17：00〜19：00 ２〜3グループに分け指定された時間で⼊浴します。 
VS 部⾨スカウト：21:00〜22:00、指導者・奉仕スタッフ：21:00〜23:00 

（５）その他 
① ⽣活担当者 

各隊は別紙の役割分担を決め、円滑な舎営の運営にご協⼒ください。初⽇午後に、舎営に関す
るガイダンスを実施いたしますので、⽣活担当は参加ください。舎営管理上の情報共有のため、
毎 22：00 より連絡会を開催します。各隊の⽣活担当は出席してください。 

② 22：00 以降の引率者、スタッフの打ち合わせ等の場所について 
必要な場合は舎営管理部へご相談ください。 
③ 洗濯機の利⽤について 
施設に設置されている洗濯機、乾燥機は互助の精神で⾃由に利⽤できます。 
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（６）CS 部⾨⽇程表 
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１６．野営⽣活（BS 部⾨・VS 部⾨） 
（１）BS 部⾨・VS 部⾨の野営サイトへの⼊退場について 

野営サイトへの⼊場は受付終了後、野営管理部の指⽰に従って個⼈装備を持って徒歩で移動して
ください。隊装備については、駐⾞場から野営サイトへの搬⼊⽀援を⾏うので野営管理部の指⽰に
従ってください。リアカーの貸し出しは⾏いませんので必要に応じて各隊で準備してください。個
⼈装備・隊装備には名前等を必ず記載することし、他隊と容易に判別出来るようにするため、各隊
の隊装備には指定⾊のテープ等でマーク付けてください。（指定⾊のテープ等は各隊で⽤意）⾬天
時の運搬⽅法については、当⽇に指⽰をしますのでその⼿順に従ってください。退場については⼊
場の逆の⼿順で⾏います。 

（２）⾞両の利⽤について 
原則として⾞両の乗り⼊れは認められませんが、特別な理由により施設に駐⾞する⾞両について
は台数制限を設けます。届け出を⾏い許可された⾞両のみ駐⾞可とします。⾞両利⽤の届け出は指
定フォームにて⾏い駐⾞許可証を受け取って下さい。（申し込みの期限、許可証の配布⽅法は、別
途案内します。）駐⾞中は指定の駐⾞許可証を⾞両のフロント部に表⽰して下さい。国⽴⾚城⻘少
年交流の家の施設内に指定駐⾞場を設けます。指定駐⾞場内での事故及び盗難等に関しては各⾃の
責任とします。途中⼊退場については、事前に届け出てください。 

（３）野営サイト 
６YSC で使⽤する野営サイトは多⽬的フィールドならびにササビー広場とします。野営本部及び
臨時救護所（休息所）を野営サイト内に設置します。野営サイト利⽤にあたっては多⽬的フィール
ド、ササビー広場の芝⽣を傷めないよう注意して下さい。また野営管理部の許可なく⼤会会場エリ
アから出ないでください。 

（４）炊具等の貸し出しと⾷材配給 
炊具等の受け渡しは多⽬的フィールド・センター棟⾷器保管室にて⾏います。貸出は、８⽉８⽇
午後、返却は８⽉１３⽇午前とします。貸し出し機材を破損した場合は責任者が随時報告してくだ
さい。貸出品に関しては、別紙の貸し出しリストを参照のこと。 

（５）⾷材の配給 
⾷材配給場所はセンター棟⾷器保管室前ステージとします。配給時間は毎⼣⽅ 16 時以降に⾏いま
す。メニュー等は、別紙のメニューリストを参照のこと。アレルギーがある場合は事前調査を⾏い
ますので連絡してください。 

（６）炊事 
① 炊事場所と炊事の⽅法 
炊事はしらさぎ炊事場、または屋根付き広場で⾏うこととします。しらさぎ炊事場のカマドは各
隊に 1 区画ずつ割り当てます。屋根付き広場での炊事⽤として各隊にカマドを 4組、⽊製テーブル
4 台を割り当てます。（配置等については各隊間で調整して下さい） 
原則として薪での炊飯とします。ただし湯沸かし程度の利⽤⽬的でのガスコンロ・シングルバナ

ーの使⽤は認めます。（ガスコンロ及びカセットボンベ、OD ⽸は各⾃持参すること）薪は⾷材配
給時に各隊に配給します。⾜りない場合は各隊で⼿配して下さい。カマド以外での直⽕の使⽤は厳
禁とします。炊具及び⾷材は⽔場・炊事場での保管は不可とします。各隊サイトにその都度持ち帰
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って下さい。点検時に残置された資材を発⾒した場合は没収されることがあります。余った⾷材、
⾷事は配給部の指定に従い処置・廃棄すること ※未使⽤の野菜等は返却箱に⼊れ必要な隊が利⽤
できる無駄なし作戦を検討中です。 
② ⾷中毒への対応 
⾷中毒等を予防するため、細⼼の注意を払い特に以下の３点を励⾏してください。 
・消毒⽯けん等による⼿洗いをこまめに⾏うこと。（⽯けん等は各隊で⽤意すること） 
・調理器具及び⾷器を洗う際の洗剤は各隊で⽤意し使⽤する毎に洗うこと。（エコ洗剤の使⽤を
推奨） 
・炊具ならびに⾷器類はよく乾燥させること。 

③ ⽔場および給排⽔について 
⽔場はセンター棟内流し場・しらさぎ炊事場を使⽤することとし各隊に 1 区画ずつ割り当てます。

野営サイト内の⽔タンクの総量が限られているためムダな⽔の使⽤に注意し節⽔に努めてくださ
い。 
指定された⽔場以外での排⽔は禁⽌です。特にサイト内に⽔⽳を掘り排⽔することは厳禁としま

す。 

 
（７）ゴミの処理 
現地で配給されたもの⾷材やパッケージ類は⽔場にあるポリバケツへ分別廃棄してください。 

野営サイトに各隊が独⾃に持ち込んだものについては原則として持ち帰りとします。ただし指定の
有料 45L 袋を 1 隊あたり 3 つ配給するのでその限りにおいて施設内の所定の場所（別途案内）へ
の廃棄を可とします。廃棄の際は、⽣ゴミ／燃やせるゴミ（ビニール・プラ系）／ペットボトルに
分別してください。 
サイト内にゴミ⽳を作成し廃棄することは厳禁とします。 

8月8日（火） 8月9日（水） 8月10日（木） 8月11日（金） 8月12日（土） 8月13日（日）

入場・開会式 自主/選択プログラム 自主/選択プログラム 自主/選択プログラム 大営火・閉会式 撤収・退場

小麦の囁き 野菜の呟き 卵の溜息 海のどよめき 大地の歓喜

サンドイッチ ご飯　（米） ご飯　（米） ご飯　（米） ロールパン

スクランブルエッグ 味噌汁 味噌汁 味噌汁 魚肉ソーセージ

コンソメスープ 野菜炒め 厚焼き玉子 サケ甘塩焼き ポケットチーズ

フルーツ フルーツ 温野菜サラダ 温野菜サラダ 野菜ジュース

牛乳 牛乳 牛乳 ヨーグルト 　注）火は使いません

持参した弁当 赤城特製弁当 赤城特製弁当 赤城特製弁当 赤城特製弁当 食堂利用

ご飯、味噌汁

おかず（各種）

食への感謝 韓の勢い 印の歴史 洋の味わい 和の極み

食堂利用 ご飯　（米） ご飯　（米） ライス　（米） 五目ご飯　（米）

ご飯 焼肉 カレー ハンバーグ 豚汁

味噌汁 吸い物 春雨スープ ミソスープ 漬物

おかず（各種） ポテトサラダ 野菜サラダ 野菜サラダ デザート

デザート デザート デザート

　※（米）は持参したお米を使用してください。

　※調味料、飲料用パックは初日（8月8日）にまとめて配布します。

　・調味料：味噌・しょうゆ・ソース・ケチャップ・砂糖・塩・コショウ・油・マヨネーズ・麺つゆ・だしの素・中華だし・酢・七味・浅漬けの素・小麦粉

　・飲料用：麦茶パック、スポーツドリンク粉末

夕

野営炊事メニュー

朝

昼 ←ーー　　　　※　炊事プログラムの選択者は除く　　　　　ーー→
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（８）清掃 
各隊で責任をもってサイトの清掃に努め衛⽣管理を徹底してください。退場に際してはサイトの原
状回復を⾏ってください。 

（９）トイレ 
BS 部⾨はセンター棟内トイレを使⽤します。トイレに異物を流さないでください。トイレの清掃
については当番制で指定された隊が朝・⼣の２回清掃を⾏うこととします。トイレットペーパー等
の点検は清掃時に⾏い、補充が必要な場合は野営管理部に報告してください。 
VS 部⾨はしらさぎ炊事場のトイレを使⽤します。清掃等については VS 部⾨で責任を持って毎朝・
⼣に⾏ってください。 

（１０）⼊浴について 
⼊浴は多⽬的フィールド内センター棟のシャワー室を使⽤します。BS 部⾨は、隊ごとに利⽤時間
を割り当てるますので必ず指定時間内に⼊浴を済ませてください。⼊浴時間は原則として 1隊あた
り 45 分とします。この時間には⼊浴・着替えに要する時間も含まれます。シャワーの湯⽔を使⽤
しすぎると野営サイト全体の⽔タンクが枯渇する恐れがあるため節⽔に努めてください。 
VS 部⾨は浴室棟浴場を使⽤します。（利⽤時間・ルールは別途案内します） 
RS・奉仕スタッフは奉仕先部署の割り当てに準じて⼊浴してください。 

（１１）管理・警備 
各参加隊サイトは夜間も含め各隊指導者が管理・警備等を⾏ってください。野営サイトの警備は必
要に応じ野営本部スタッフが⾏います。 
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（１２）BS 部⾨基本⽇程表 
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１７．健康管理と救護衛⽣ 
（１）安全に対する配慮について 
快適な⽣活を送り思い出に残るキャンポリーとするためには事故の防⽌に努めなければなりませ
ん。特に参加隊の指導者は⽣活・プログラム活動を通して安全指導、安全管理について万全の配慮
をしてください。参加スカウトには、ほんの少しの気のゆるみが⼤事故につながる恐れがあること
を指導し、安全の三原則の厳守を徹底してください。 
〈安全の三原則〉 
・⾃分の安全は⾃分で守る  ・ルールを守る  ・安全を最優先すること 

参加隊指導者は安全確保の観点から事前訓練の時からスカウトに対して安全に対する教育をおね
がいします。 

 ・安全知識の教育  ・安全技術の教育 ・安全態度の教育 
また６YSC に参加する指導者および奉仕スタッフはできるだけ地区主催の安全担当者研修会およ
びセーフフロームハーム研修会の受講してください。 
（２）健康安全調査書と健康保険証 

① 健康調査書の記⼊と携帯・・・全ての参加者は必ず健康調査書に必要事項を記⼊し参加当⽇
に持参してください。また⼤会参加中は IDカードフォルダに健康調査書を⼊れ常時携帯してく
ださい。 
② 健康保険証の携⾏・・・全ての参加者は必ず健康保険証を持参してください。持参せず医療
機関にかかった場合は全て⾃由診療となり⾼額な治療費が請求されます。 

（３）怪我や軽度な疾患等への対応について 
① 個⼈持参の救急箱(袋)・・・ 全ての参加者は個⼈装備として各⼈が必要と考える薬・個⼈
の常備薬を持参してください。 カブスカウトについては各隊での⽀援をお願いします。 
② 参加派遣隊での対応・・・個⼈で持参した救急箱(袋)で対処できないケースについては派遣
隊での対応準備をお願いします。 
③ 救護所での対処・・・安全衛⽣管理部として救護所を設置しますが救護所においても医療⾏
為は⾏いません。応急処置を実施後、必要に応じて医療機関への搬送をおこいます（医療機関の
費⽤は全て個⼈負担となります）。救護所の開設時間は次のとおりです。 
・常設救護所 舎営施設内 ８：３０〜２０：３０ 
・カウンセリングルーム 舎営施設内 ８：３０〜２０：３０ 
・臨時救護所 野営場休憩室内 ９：００〜１７：００ 

（４）救護の⼿順・⽅法 
 事故や病気発症が確認された場合は必要な応急処置を施すとともに、安全衛⽣管理部に連絡し
てください。 救護所や病院へスカウトを搬送する際には必ず隊指導者 1名が付き添ってくださ
い。 重篤な状態の場合は⼆次災害の回避を優先した上で救命措置を⾏うとともに安全衛⽣管理
部へ連絡して下さい。救急搬送等の⼿配は適宜迅速に⾏うとともに安全衛⽣管理部へ必ず連絡
して下さい。 

（５）保険 
ボーイスカウト加盟員、そなえよつねに共済加⼊者以外の⼀般参加の⽅には「保険は各⾃の任意
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でご対応頂く」旨をお願いしてください。 そなえよつねに共済への加⼊を希望する場合は関係す
る団の登録責任者をとおして⽇本連盟の加盟登録システムにて事前に⼿続きをお願いします。補償
開始が申込みから数⽇かかる場合がありますので早めに⼿続きをお願いします。 共済掛⾦は 1 名 
９00円で補償期間は 2024 年 3 ⽉ 31 ⽇午後 12時までです。 上記とは別途に横浜地区は６YSC主
催者として本イベントに対して保険を掛けます。 
共済未加⼊者対象 
死亡・後遺障害 5,000千円、 ⼊院(1 ⽇あたり)4,000円、通院(1 ⽇あたり)2,000円  

（６）⼤規模災害発⽣時の対処 
地震・噴⽕等の⼤規模災害発⽣時の対応については国⽴⾚城⻘少年交流の家および前橋市・群⾺

県の指⽰に従うものとします。台⾵、豪⾬、雷⾬、地震等の天災により野営⽣活の維持が困難とな
り、かつ参加者の安全を図る必要が⽣じたときは⼤会本部の決定に基づき参加者は安全な場所へ退
避します。総務本部ならび安全衛⽣管理本部は気象情報等に留意し、台⾵、豪⾬、地震等の襲来を
早期に予知することに努め全参加者へ情報を提供します。⼤会本部が退避を決定した場合は速やか
に野営本部⻑を通じて各参加隊⻑に指⽰しますので、退避を指⽰された参加隊はキャンプサイトを
整理し、寝具、⾮常⾷及び配給された⾷糧及び個⼈携⾏品を取りまとめ所定の退避場所へ移動して
ください。 
（７）新型コロナウィルス感染症対策 
新型コロナウイルス感染症(COVID-19)は、感染者数の減少が⾒られる状況ですが今後も感染状
況が変化する可能性もあります。本⼤会における新型コロナウイルスへの対応は逐⼀変化せざるを
得ませんが、本⼤会実施にあたっては最⼤限の感染防⽌対策を講じることとします。また感染症等
の発症に際しては国⽴⾚城⻘少年交流の家のガイドラインに従います。 
⼤会開催 1 ケ⽉前における感染症の蔓延状況などにより、⼤会を縮⼩または中⽌することがあり

ます。 
１８．今後の⽇程 

正式申し込み地区配信 4 ⽉ 10 ⽇（⽉） 
申込締め切り 4 ⽉ 28 ⽇（⾦） 
参加費振込締め切り 5 ⽉ 20 ⽇（⼟） 
参加隊向け下⾒ 6 ⽉ 17（⼟） 

 
以上 
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